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制限付一般競争入札案件に係る工事費内訳書の一部変更について（通知） 

 工事の入札時に提出を求めている工事費内訳書について、提出時の記載事項を下記のとお

り一部変更いたしますのでお知らせいたします。 

記 

１ 変更内容 

現 行 変更後 

直接工事費について、 

入札参加者は「金額」欄のみ記載。 

直接工事費のうち、主要工種（※１） 

については、より詳細な内訳として 

「数量×単価＝金額」（※２）で表示する 

こととし、入札参加者は「金額」欄に加え、

「単価」欄も記載。 

※１ 「主要工種」とは、設計金額が大きい等当該工事で主たる工種と認められる工種の

ことです。詳細な内訳を求めるのはこの主要工種のみを原則としますが、具体的に

は工事ごとに発注者が提示いたします。 

※２ 「数量」（単位を含む。）については、金抜き設計書に記載された内容を発注者があ

らかじめ入力し提示いたします。 

     「数量×単価＝金額」の計算が合わない場合には、原則として無効となりますの

でご注意ください。 

 

２ 対象案件 

  電子入札により制限付一般競争競争入札に付す、予定価格 130 万円を超える工事 

   ※ 工事関係委託（測量及び設計業務委託）は対象外。 

 

３ 適用日 

  令和２年１月１日以降に入札公告を行う案件から実施。 

 

（事務担当：契約検査課入札契約グループ 電話 0242-39-1217） 



【具体例】 

 １ 現行  

「金抜き設計書」直接工事費の直下の工種（１式表示レベル）に係る金額の記載を求め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 変更後 

   「金抜き設計書」直接工事費内訳中、主要工種については、より詳細な「数量×単価

＝金額」レベルの記載を求める。以下の例では、「火葬炉改修工事」を主要工種とし、

より詳細な「単価」の記載を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


